
 

特別支援教育指導資料（改訂第２版） 

 

特別な支援を必要とする 

子どもへの理解と支援 
 

－ 切れ目ない支援体制の構築に向けて － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年３月 

 

愛媛県教育委員会 



 

 新元号「令和」に代わり、国においては新しい時代に向けた初等中等教育の在り方につい

て、議論が進められているところです。近年、全国的に特別な支援を必要とする幼児児童生

徒は増加の一途をたどっているなか、中央教育審議会が示す「誰一人置き去りにしない教育」

を実現するためには、特別支援教育に関する教員の専門性の向上、切れ目ない支援の推進に

向けた学校と家庭、関係機関等との連携など、障がいのある幼児児童生徒を取り巻く支援体

制を整えていくことが求められます。 

 新教育要領及び新学習指導要領では、全ての校種において特別支援教育の改善・充実に向

けた方向性が示されており、特に、通級による指導を受ける児童生徒や特別支援学級に在籍

する児童生徒については、個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成が明記されたこと、

各教科等の指導においては、困難さに応じた指導内容や方法を工夫することが示されるなど、

今まで以上に、管理職を含む全ての教職員が障がいに対する理解や特別支援教育に係る専門

性を深めていくことが求められています。 

 こうした状況を踏まえ、愛媛県教育委員会では、特別支援教育に関する理解や制度等の進

展に対応し、さらに地域や学校での支援体制の整備・充実を図るため、平成 21 年に発刊し

た指導資料『特別な支援を必要とする子どもへの理解と支援』を改訂することといたしまし

た。改訂の大きな特徴として、これまでの個別の教育支援計画や個別の指導計画の様式を、

「切れ目ない支援」という観点から整理し、組織的・継続的に機能させていくことをコンセ

プトに、「えひめ特別支援パッケージ」として新たな支援ツールを開発しました。 

この新たな支援ツールも含め、刷新した指導資料では、特別支援教育に関して実効性の高

いものとなるよう内容の充実を図っております。各自治体や学校におかれましては、是非と

も本書を活用していただき、全ての教職員が特別支援教育に関する知見を高め、地域や校内

での支援体制が一層充実すること、そして、何よりも特別な支援を必要とする幼児児童生徒

が、一人一人の教育的ニーズに応じた指導・支援を受けながら、自立と社会参加に向け、生

き生きと学んでいる姿が見られることを切に願っています。 

 最後に、本書の作成に当たり、様式の検討や事例の執筆、助言・監修をいただいた関係者

の皆様に深く感謝申し上げます。 

 

 

  令和２年３月 

 

愛媛県教育委員会                                         







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 本書における「障がい」と「障害」の表記について 

  愛媛県では、県の作成する公文書において、「障害」の「害」の字をひらがな表記としています。た

だし、法令・条例等で規定されている用語や医学等の専門用語など、漢字表記であるものは変更しな

いまま表記しています。 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛媛県教育委員会事務局 指導部 特別支援教育課 

■TEL 089-912-2967  ■FAX 089-912-2964 

■E-mail tokubetsushien@pref.ehime.lg.jp 

 

 

 

愛媛県総合教育センター 特別支援教育室 
■TEL 089-963-3113 音声案内が聞こえた後 

           207,208,209 のいずれかをダイヤル 

■URL http://www.esnet.ed.jp/center/soudan/ 
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